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第
二
次
世
界
大
戦
後
の
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル

に
お
け
る
政
治
組
織
と
社
会
運
動

論

文

は
じ
め
に

　

一
九
世
紀
後
半
の
タ
バ
コ
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
始
ま
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
立
憲
革

命
、
一
九
五
〇
年
代
の
石
油
国
有
化
運
動
、
一
九
六
三
年
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
一
五
日
蜂
起
、

一
九
七
九
年
イ
ラ
ン
革
命
に
至
る
近
現
代
イ
ラ
ン
の
社
会
運
動
に
お
い
て
、
当
局
の
圧
政

に
抗
議
し
て
町
の
中
心
に
あ
る
バ
ー
ザ
ー
ル
が
閉
鎖
さ
れ
、
ウ
ラ
マ
ー
や
世
俗
的
知
識
人

と
と
も
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
商
人
や
職
人
が
抗
議
活
動
を
繰
り
広
げ
る
姿
が
目
撃
さ
れ
て

き
た
。

　

バ
ー
ザ
ー
ル
は
、
イ
ラ
ン
都
市
に
あ
る
伝
統
的
な
商
工
業
区
域
を
示
し
、
屋
根
や
ド
ー

ム
で
覆
わ
れ
た
通
路
の
両
側
に
同
業
種
の
商
店
が
軒
を
並
べ
、
通
り
の
奥
に
は
中
庭
形
式

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ
や
モ
ス
ク
、
ハ
ン
マ
ー
ム
な
ど
が
点
在
す
る
商
業
、
宗
教
、
政

治
、
社
会
的
要
素
を
内
在
し
た
空
間
で
あ
る（

1
）
。
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
と
い
う
用
語
は
、
一

般
的
に
「
バ
ー
ザ
ー
ル
で
働
く
人
々
」
を
指
す
が
、
バ
ー
ザ
ー
ル
に
は
、
富
裕
な
貿
易
商

や
卸
売
商
か
ら
、
貧
し
い
行
商
人
や
年
少
の
職
人
見
習
い
ま
で
、
様
々
な
社
会
階
層
の

人
々
が
集
っ
て
い
る
。
バ
ー
ザ
ー
ル
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
は
、
外
国
貿
易
に
携
わ

る
大
商
人
、
中
間
層
に
は
、
仲
買
人
や
卸
売
業
者
、
ア
ス
ナ
ー
フ
と
呼
ば
れ
る
同
業
者
組

合
（
単
数
形
は
セ
ン
フ
）
に
所
属
す
る
小
売
商
や
職
人
の
親
方
、
そ
し
て
下
層
に
多
数
の

下
働
き
の
労
働
者
や
店
を
持
た
な
い
行
商
人
、
そ
し
て
バ
ー
ザ
ー
ル
の
外
の
広
場
（
メ
イ

ダ
ー
ン
）
で
生
鮮
食
品
を
扱
う
商
人
と
い
っ
た
階
層
が
存
在
し
た（

2
）
。

　

バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
社
会
運
動
参
加
の
動
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
と
宗

教
指
導
者
の
伝
統
的
紐
帯
や
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
敬
虔
さ
を
理
由
に
宗
教
的
要
因
を
重
視
す

る
説
（
宗
教
要
因
説
）
と
、
功
利
主
義
的
な
立
場
か
ら
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
自
身
に
よ
る
経
済

的
利
益
の
追
求
に
注
目
す
る
説
（
経
済
要
因
説
）
の
二
つ
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。「
モ
ス

ク
＝
バ
ー
ザ
ー
ル
連
合
論
」
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
要
因
説
に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
マ
ー
は
、
伝

統
的
に
婚
姻
や
宗
教
儀
礼
を
通
し
て
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
さ
ら
に
、

寄
付
金
と
宗
教
税
（
フ
ム
ス
）
の
代
償
と
し
て
、
歴
史
的
に
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
不
満
を
当

局
に
代
弁
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た（

3
）
。

　

経
済
要
因
説
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
家
の
経
済
政
策
に
よ
り
、
大
商
人
層
に

対
し
て
、
相
対
的
に
不
平
等
な
地
位
に
置
か
れ
た
バ
ー
ザ
ー
ル
の
中
間
層
が
、
階
級
的
な

利
害
回
復
の
た
め
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
商
人
・
ア
ス
ナ
ー
フ
・
職
人
連
盟

と
い
う
組
織
に
集
っ
て
、
運
動
を
展
開
さ
せ
た
と
さ
れ
る（

4
）
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ケ
シ
ャ
ー
ヴ
ァ
ル
ズ
ィ
ア
ー
ン
は
、
従
来
の
研
究
が
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
を

一
枚
岩
の
存
在
と
し
て
扱
い
、
そ
の
多
様
性
を
無
視
し
て
い
る
点
を
批
判
し
た
上
で
、
日

常
的
な
不
満
を
社
会
運
動
に
変
化
さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
や
「
階

級
的
利
害
」
よ
り
も
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
。
ケ
シ
ャ
ー
ヴ
ァ
ル
ズ
ィ
ア
ー
ン
は
、
政
府
と
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
関
係
に

焦
点
を
当
て
、
政
府
の
政
策
が
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
支
配
構
造
に
影
響
し
、
そ
れ
が
バ
ー

ザ
ー
リ
ー
間
の
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
関
係
性
、
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
変

容
さ
せ
て
い
る
と
考
え
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
で
は
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
期
に
伝
統

的
な
バ
ー
ザ
ー
ル
の
経
済
力
を
削
減
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
一
連
の
近
代
化
政
策
は
、
テ

ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
共
同
体
と
し
て
の
凝
集
力
を
高
め
、
当
局
へ
の
不
満
を
集
団
行

動
に
転
換
す
る
こ
と
が
容
易
な
支
配
構
造
、「
協
力
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
が
形
成
さ
れ
た

の
に
対
し
、
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
一

部
を
当
局
の
支
配
体
制
に
取
り
込
ん
だ
た
め
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
共
同
体
的
な
紐
帯
は

分
断
さ
れ
、
社
会
運
動
が
発
生
し
に
く
い
「
強
圧
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
の
構
造
と
な
っ
た

貫
井
　
万
里
　
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
・
研
究
助
手
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と
論
じ
ら
れ
る（

5
）
。

　

ケ
シ
ャ
ー
ヴ
ァ
ル
ズ
ィ
ア
ー
ン
は
、
革
命
前
に
国
民
戦
線
系
「
商
人
・
ア
ス
ナ
ー
フ
・

職
人
連
盟
」（Jām

e‘e-ye Bāzargānān va Aṣnāf va Pīshevarān

以
後
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連

盟
と
表
記
）
と
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
」（Jam

‘īyat-e M
o’ talefe-ye Eslām

ī
以
後
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
と
表
記
）
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、「
協
力
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」

を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
を
動
員
し
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
方
で
も
、「
協

力
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
の
下
で
形
成
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
名
声
を
信
用
し
て
運
動
に

参
加
し
た
と
し
て
い
る（

6
）
。
し
か
し
、
政
治
組
織
の
詳
細
な
考
察
に
欠
い
て
い
る
た
め
、

一
義
的
に
日
常
的
な
商
取
引
を
円
滑
に
運
ぶ
た
め
に
形
成
さ
れ
た
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
ど
の
よ
う
に
当
局
か
ら
の
物
理
的
攻
撃
と
い
う
リ
ス
ク
を
伴
う
政
治
行
動

に
転
換
さ
れ
た
の
か
、
曖
昧
な
点
が
残
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
社
会
運
動
が
展
開
さ
れ
る
際
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
政
治
組
織

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
り
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
統
合
し
て

い
た
と
考
え
、「
組
織
」
を
分
析
対
象
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
主
要
な
政
治
組
織
で
あ
っ
た
二
つ
の

組
織
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
奉
ず
る
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
モ
タ

レ
フ
ェ
協
会
―
―
の
特
質
、
両
者
の
協
調
と
対
立
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
ケ
シ
ャ
ー

ヴ
ァ
ル
ズ
ィ
ア
ー
ン
の
所
論
を
検
討
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
運
動

の
新
た
な
側
面
を
探
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
．
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟

　

ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
一
九
五
一
年
に
伝
統
的
な
バ
ー
ザ
ー
ル
の
同
業
者
組
合
を
中
心

に
、
石
油
国
有
化
運
動
と
モ
サ
ッ
デ
ク
政
権
を
支
持
す
る
た
め
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー

ザ
ー
ル
内
で
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
当
初
、
連
盟
に
参
加
し
た
組
織
は
、
布
地
や
既

製
服
、
靴
な
ど
伝
統
的
な
産
業
に
携
わ
る
ア
ス
ナ
ー
フ
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
石
油
国
有

化
運
動
が
高
揚
す
る
に
従
い
、
参
加
し
た
ア
ス
ナ
ー
フ
は
四
〇
を
超
え
、
構
成
員
は
二
千

人
以
上
に
上
っ
た（

7
）
。

　

同
連
盟
の
代
表
は
、
布
靴
商
を
営
ん
で
い
た
ハ
ー
ジ
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
ー
ソ
フ
が
務

め
、「
リ
ー
シ
ュ
セ
フ
ィ
ー
ド
」（
長
老rīshsefīd

）
と
呼
ば
れ
た
（
写
真
一
）。
リ
ー
シ
ュ

セ
フ
ィ
ー
ド
と
は
、
セ
ン
フ
を
代
表
す
る
リ
ー
ダ
ー
に
与
え
ら
れ
た
伝
統
的
な
肩
書
で
、

ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
期
に
は
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
間
の
紛
争
の
解
決
や
、
当
局
と
バ
ー
ザ
ー

リ
ー
の
間
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
第
一
代
国
王
レ
ザ
ー
・

シ
ャ
ー
（
在
位
一
九
二
五

－

四
一
）
が
一
九
二
〇
年
代
に
近
代
化
政
策
を
進
め
、
近
代
的

な
司
法
制
度
や
警
察
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
い
、
リ
ー
シ
ュ
セ
フ
ィ
ー
ド
の
権
威
と

バ
ー
ザ
ー
ル
の
自
治
性
は
低
下
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
リ
ー
シ
ュ
セ

フ
ィ
ー
ド
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
で
尊
崇
さ
れ
て
い
た（

8
）
。

　

一
九
四
一
年
、
連
合
軍
進
駐
後
の
「
貿
易
の
自
由
化
」
政
策
で
欧
米
の
安
価
な
製
品
が

流
入
し
、
伝
統
的
な
手
工
業
者
や
零
細
な
製
造
業
者
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
パ
フ
ラ

ヴ
ィ
ー
朝
の
保
護
を
受
け
た
少
数
の
特
権
的
な
資
本
家
に
よ
る
経
済
支
配
に
不
満
を
抱
い

た
中
小
の
商
人
・
職
人
は
、
国
内
産
業
保
護
育
成
政
策
を
掲
げ
る
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
サ
ッ

デ
ク
首
相
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

9
）
。
国
内
の
伝
統
的
産
業
を
担
う
ア
ス

ナ
ー
フ
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
モ
サ
ッ
デ
ク
の
唱
え
る
「
ナ
シ
ョ
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図1　テヘラン・バーザール
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ナ
リ
ズ
ム
」
や
「
国
内
産
業
育
成
政
策
」
を
熱
心
に
支
持
し
、
抗
議
活
動
に
お
い
て
「
立

憲
制
や
民
主
主
義
の
擁
護
」
を
唱
え
て
い
る
が
、
確
固
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
見
ら
れ

な
い（
10
）
。
同
連
盟
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
共
同
体
全
体
の
利
害
を
調
整
で
き
、
共
通
の
歴
史

体
験
を
喚
起
さ
せ
る
漠
然
と
し
た
テ
ー
ゼ
を
掲
げ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
五
三
年
八
月
一
九
日
に
、
英
米
と
イ
ラ
ン
国
内
の
保
守
派
の
策
謀
し
た
ク
ー
デ

タ
ー
で
、
モ
サ
ッ
デ
ク
政
権
が
崩
壊
し
た
後
、
モ
サ
ッ
デ
ク
と
国
民
戦
線
リ
ー
ダ
ー
は
逮

捕
、
拘
禁
さ
れ
、
国
民
戦
線
は
非
合
法
化
さ
れ
た
。
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
八
月
に
ク
ー

デ
タ
ー
へ
抗
議
す
る
た
め
に
、
十
月
に
は
逮
捕
さ
れ
た
モ
サ
ッ
デ
ク
の
公
判
闘
争
に
呼
応

し
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
を
閉
鎖
し
た
。
十
一
月
に
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
の
学
生
と
共

同
で
抗
議
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
が
閉
鎖
さ
れ
た
際
に
、

当
局
は
バ
ー
ザ
ー
ル
の
屋
根
の
一
部
を
破
壊
し
、
焼
肉
屋
の
ハ
サ
ン
・
シ
ャ
ム
シ
ー
リ
ー

を
含
む
三
百
名
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
と
学
生
を
逮
捕
し
、
イ
ラ
ン
南
部
の
ハ
ー
グ
島
に
追
放

し
た
。
一
九
五
七
年
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
協
力
で
サ
ヴ
ァ
ク 

（
国
家
情
報
治
安
機
構
）
と
呼

ば
れ
る
秘
密
警
察
が
設
立
さ
れ
、
政
治
活
動
が
厳
重
な
監
視
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
活
動
は
地
下
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（
11
）
。

　

こ
う
し
た
閉
塞
状
況
か
ら
一
転
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
三
年
ま
で
政
治
自
由
化
の

時
代
が
到
来
し
た
。
一
九
五
三
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
莫
大
な
軍
事
・
経
済
援
助
資
金
が

流
入
し
、
さ
ら
に
定
期
的
な
石
油
収
入
で
イ
ラ
ン
経
済
は
潤
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の

大
半
は
、
国
王
の
親
族
と
そ
れ
に
癒
着
し
た
特
権
的
な
官
僚
や
企
業
家
、
地
主
に
吸
収
さ

れ
、
政
治
腐
敗
が
蔓
延
し
て
い
た
。
米
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
こ
う
し
た
上
層
部
の
腐
敗
と
厳

し
い
政
治
的
弾
圧
を
原
因
と
す
る
共
産
主
義
革
命
の
可
能
性
を
危
惧
し
、
国
王
に
国
内
改

革
の
圧
力
を
か
け
た
。
国
王
は
、
自
由
化
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
政
治
犯
の
多

く
を
釈
放
し
、
第
二
〇
回
議
会
選
挙
を
自
由
選
挙
に
す
る
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

モ
サ
ッ
デ
ク
の
自
由
民
主
主
義
・
民
族
主
義
路
線
を
踏
襲
す
る
グ
ル
ー
プ
を
再
び
広
く
統

合
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
第
二
国
民
戦
線
が
結
成
さ
れ
た
。

　

バ
ー
ザ
ー
ル
で
も
、
同
時
期
に
、
小
間
物
商
の
ハ
ー
ジ
・
マ
フ
ム
ー
ド
・
マ
ー
ニ
ヤ
ー

ン
、
既
成
服
商
セ
ン
フ
・
リ
ー
ダ
ー
の
ア
ボ
ル
ガ
ー
セ
ム
・
レ
バ
ー
ス
チ
ー
や
ハ
ー
ジ
・

ハ
サ
ン
・
ガ
ー
セ
ミ
ー
エ
ら
が
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
を
再
結
成
し
、
バ
ー
ザ
ー
ル
を
代
表

し
て
第
二
国
民
戦
線
に
合
流
し
た
。
レ
バ
ー
ス
チ
ー
が
「
当
時
、
政
党
が
な
か
っ
た
た

め
、
反
政
府
派
の
組
織
は
全
て
、
国
民
戦
線
の
傘
下
に
集
っ
た
。
大
学
も
バ
ー
ザ
ー
ル
も

国
民
戦
線
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
労
働
者
の
間
す
ら
も
一
定
の
影
響
力
を
持
と
う
と
し
て

い
た
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
第
二
国
民
戦
線
の
民
主
化
運
動
は
、
独
裁
政
治
に
倦
ん

だ
人
々
か
ら
大
き
な
歓
迎
で
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た（
12
）
。
し
か
し
、
第
二
国
民
戦
線
の
メ

ン
バ
ー
は
全
国
で
選
挙
に
立
候
補
す
る
が
、
当
局
の
選
挙
工
作
に
よ
り
、
一
名
を
除
い
て

全
て
落
選
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
民
戦
線
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
当
局
に
抗
議
す
る
が
、
主

要
メ
ン
バ
ー
は
逮
捕
さ
れ
、
再
び
そ
の
活
動
は
地
下
に
潜
行
し
た
。
後
節
で
詳
述
す
る
よ

う
に
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
国
民
戦
線
は
、
一
九
七
七
年
に
再
結
成
さ
れ
、
革
命
運
動
に

参
加
し
た
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
を
代
表
し
た
ア
ス

ナ
ー
フ
連
盟
の
政
治
力
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
閉
鎖
の
決
定
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
一
九
五
〇
年
代
に
イ
ラ
ン
で
は
、
全
国
各
都
市
に
流
通
網
を
張
り
巡
ら
し
た
バ
ー

ザ
ー
ル
は
、
イ
ラ
ン
の
流
通
部
門
と
軽
工
業
部
門
の
中
枢
を
担
っ
た
。
バ
ー
ザ
ー
ル
に
よ

る
国
内
流
通
の
支
配
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
も
イ
ラ
ン
国
内
産
品
の
流
通
の
三
分

の
二
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ほ
ど
強
固
に
維
持
さ
れ
た（
13
）
。
従
っ
て
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の

閉
鎖
は
、
そ
こ
で
の
経
済
活
動
の
中
止
を
意
味
し
、
イ
ラ
ン
経
済
シ
ス
テ
ム
を
麻
痺
さ

せ
、
都
市
住
民
の
社
会
生
活
、
ひ
い
て
は
、
国
家
の
政
治
に
も
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し

う
る
行
為
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
十
五
日
蜂
起
が
バ
ー
ザ
ー
ル
を
中
心

に
全
国
で
激
し
く
展
開
し
て
い
る
中
で
、
当
局
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
政

治
力
を
認
識
し
て
い
た
。

写真1
1952年6月29日、モサッデク内閣の支持とハーグ
の国際司法裁判所での活躍を労うためにモサッデク首
相と会見したハージ・ラーソフ以下62名のアスナー
フ 連 盟 の 代 表 者 た ち（出 典 : E elā‘āt, 29 June 
1952）
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国
家
の
通
常
状
態
の
回
復
の
た
め
に
、
第
一
に
必
要
な
措
置
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
と
商
店

を
開
業
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
や
他
の
都
市
の
バ
ー
ザ
ー
ル

閉
鎖
が
、
国
家
の
騒
乱
状
態
継
続
の
原
因
で
あ
り
、
反
体
制
派
は
、
こ
の
事
態
を
人
々

か
ら
の
支
持
と
シ
ン
パ
シ
ー
の
印
と
み
な
し
、
疑
い
の
余
地
な
く
、
バ
ー
ザ
ー
ル
閉
鎖

を
政
府
か
ら
の
要
求
獲
得
の
手
段
と
捉
え
て
い
る（
14
）
。

　

政
治
、
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
各
地
の
バ
ー
ザ
ー
ル
と
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
の
バ
ー
ザ
ー
ル
の
閉
鎖
は
、
イ
ラ
ン
社
会
、
政
治
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
効
果
的
な
「
抗
議
の
手
段
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
テ
ヘ

ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
中
で
も
、
靴
屋
バ
ー
ザ
ー
ル
と
布
地
商
バ
ー
ザ
ー
ル
の
閉
鎖
が
、

バ
ー
ザ
ー
ル
全
体
の
閉
鎖
の
帰
趨
に
係
る
要
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
一
九
六
三
年
ホ
ル
ダ
ー

ド
月
十
五
日
蜂
起
に
つ
い
て
の
サ
ヴ
ァ
ク
報
告
書
で
、「
バ
ー
ザ
ー
ル
の
最
重
要
部
分
は
、

靴
屋
バ
ー
ザ
ー
ル
と
大
バ
ー
ザ
ー
ル
（
別
名
、
布
地
商
バ
ー
ザ
ー
ル
）
で
あ
る
。
も
し
、

こ
の
二
つ
の
バ
ー
ザ
ー
ル
が
、
商
店
を
閉
鎖
あ
る
い
は
開
業
し
始
め
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

他
の
部
分
も
そ
れ
に
追
随
す
る
。」
と
説
明
し
て
い
る（
15
）
。

　

ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
に
お
い
て
、
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
靴
屋
セ
ン
フ
や
布

地
商
セ
ン
フ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
あ
る
。
靴
屋
バ
ー
ザ
ー
ル
と
大
バ
ー
ザ
ー
ル
が
、
テ
ヘ

ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
正
面
入
り
口
サ
ブ
ゼ
・
メ
イ
ダ
ー
ン
や
王
の
モ
ス
ク
（
現
在
、
イ

マ
ー
ム
・
ホ
メ
イ
ニ
ー
・
モ
ス
ク
）
に
近
い
と
い
う
地
理
的
な
要
因
に
加
え
、
バ
ー
ザ
ー

ル
内
で
の
そ
れ
ら
の
セ
ン
フ
の
相
対
的
な
地
位
の
高
さ
も
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
内
で
の
発
言

権
の
強
さ
に
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１
）。
伝
統
的
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
で
、

奢
侈
品
を
扱
う
貴
金
属
、
布
地
、
近
年
で
は
絨
毯
等
の
ア
ス
ナ
ー
フ
が
高
い
地
位
を
占

め
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
中
心
地
に
近
く
、
条
件
の
良
い
場
所
に
店
を
構
え
た
。
そ
れ
に
対

し
、
安
価
で
、
騒
音
や
悪
臭
を
出
し
や
す
い
鉄
器
や
煉
瓦
な
ど
土
木
関
係
、
皮
な
め
し

業
、
生
鮮
食
品
は
、
相
対
的
に
低
い
地
位
と
み
な
さ
れ
、
中
心
部
か
ら
遠
い
バ
ー
ザ
ー
ル

の
周
辺
部
分
に
立
地
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
16
）
。

　

一
九
五
〇
年
代
石
油
国
有
化
運
動
期
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の

閉
鎖
は
、
政
治
危
機
に
際
し
、
特
別
会
議
が
招
集
さ
れ
、
セ
ン
フ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
構
成

さ
れ
る
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
約
五
百
名
の
協
議
の
結
果
、
決
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
バ
ー
ザ
ー
ル
の
閉
鎖
決
定
後
に
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
代
表
が
、

国
民
戦
線
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
ア
ボ
ル
ガ
ー
セ
ム
・
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
の
下
に

赴
き
、
バ
ー
ザ
ー
ル
閉
鎖
と
ゼ
ネ
ス
ト
を
訴
え
る
声
明
書
を
連
名
で
発
表
し
て
い
た（
17
）
。

し
か
し
、
一
九
五
二
年
秋
以
降
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
と
モ
サ
ッ
デ
ク
首
相
の
不
和
が
深

ま
る
と
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
で
は
な
く
、
モ
サ
ッ
デ
ク
を
支
持

し
続
け
、
国
民
戦
線
の
世
俗
政
党
と
の
関
係
を
深
め
た
。
既
に
パ
ー
ル
サ
ー
や
ケ
シ
ャ
ー

ヴ
ァ
ル
ズ
ィ
ア
ー
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
政
治
行
動
は
、
宗

教
要
因
説
だ
け
で
は
十
分
に
説
明
で
き
な
い（
18
）
。
む
し
ろ
、
ウ
ラ
マ
ー
と
ア
ス
ナ
ー
フ

連
盟
の
共
闘
は
、
物
理
的
な
攻
撃
に
弱
い
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
に
と
っ
て
バ
ー
ザ
ー
ル
閉
鎖
に

代
表
さ
れ
る
抗
議
活
動
の
効
果
を
最
大
化
し
、
当
局
か
ら
の
弾
圧
を
緩
和
す
る
た
め
の
戦

略
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
伝
統
的
な
産
業
を
担
う
ア
ス
ナ
ー
フ
を
中
心
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル

内
で
の
商
取
引
や
宗
教
行
事
、
共
通
の
歴
史
体
験
の
中
で
形
成
さ
れ
た
伝
統
的
な
共
同
体

を
基
に
緩
や
か
に
統
合
さ
れ
、
モ
サ
ッ
デ
ク
及
び
国
民
戦
線
の
主
唱
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」、「
民
主
主
義
」、「
立
憲
制
」、「
国
内
産
業
保
護
」
を
支
持
し
、
強
固
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
持
た
な
い
組
織
で
あ
っ
た
。
同
組
織
は
、
一
九
五
一
年
に
モ
サ
ッ
デ
ク
政
権
支
持

の
た
め
に
成
立
し
、
一
九
五
三
年
八
月
の
政
権
崩
壊
後
の
弾
圧
で
、
活
動
休
止
状
態
と

な
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
と
一
九
七
七
年
の
政
治
自
由
化
の
機
会
に
復
活
し
、
国
民
戦
線

と
共
に
反
国
王
運
動
に
参
加
し
た
。

二
．
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会

　

モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
一
九
六
三
年
に
、
ル
ー
ホ
ッ
ラ
ー
・
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
・
ホ
メ
イ

ニ
ー
師
の
指
示
に
よ
り
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
中
小
商
人
や
職
人
か
ら
な
る
三
つ
の
「
ヘ
イ
ア

ト H
ei’at

」
と
呼
ば
れ
る
宗
教
組
織
が
合
体
し
て
で
き
た
組
織
で
あ
る
。
ヘ
イ
ア
ト
は
、

元
来
シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
を
追
悼
す
る
儀
式
を
共
同
で
挙
行
す
る
、

日
本
で
い
う
と
「
講
」
の
よ
う
な
地
縁
的
色
彩
の
濃
い
宗
教
組
織
で
あ
る（
19
）
。
一
つ
目

の
グ
ル
ー
プ
は
「
バ
ー
ザ
ー
ル
門
の
ヘ
イ
ア
ト
（
別
名
ア
ミ
ー
ノ
ッ
ド
ウ
レ
・
モ
ス
ク
の

ヘ
イ
ア
ト
）」
で
あ
り
、
二
つ
目
は
「
ヘ
イ
ア
テ
・
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ニ
ー
ハ
ー
」
と
い
う

名
で
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
出
身
の
商
人
た
ち
を
中
心
と
し

た
組
織
で
、
三
番
目
は
、「
シ
ェ
イ
フ
・
ア
リ
ー
・
モ
ス
ク
の
ヘ
イ
ア
ト
」
と
呼
ば
れ
、

シ
ェ
イ
フ
・
ア
リ
ー
・
モ
ス
ク
に
集
う
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
た
ち
の
ヘ
イ
ア
ト
で
あ
っ
た
。

　
「
バ
ー
ザ
ー
ル
門
の
ヘ
イ
ア
ト
」
は
、
元
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
の
中

心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
メ
フ
デ
ィ
ー
・
エ
ラ
ギ
ー
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
フ
ェ
ダ
ー

イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
貧
し
い
商
人
・
職
人
を
支

持
基
盤
と
し
、
一
九
四
五
年
に
ナ
ッ
ヴ
ァ
ー
ブ
・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
で
あ
る
。
同
組
織
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
体
制
の
樹
立
を
目
指
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し
、
要
人
の
テ
ロ
と
い
う
手
段
で
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
の
独
裁
体
制
に
挑
戦
し
た
。
フ
ェ

ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ホ
セ
イ
ン
・
ハ
ジ
ー
ル

宮
廷
大
臣
に
続
い
て
、
一
九
五
一
年
三
月
に
、
英
国
系
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会

社
と
の
石
油
交
渉
の
締
結
に
強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
た
ア
リ
ー
・
ラ
ズ
マ
ー
ラ
ー
首
相
を

暗
殺
し
た
。
そ
の
直
後
に
、
石
油
国
有
化
法
が
成
立
し
、
石
油
国
有
化
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
サ
ッ
デ
ク
が
首
相
に
就
任
し
た
。

　

モ
サ
ッ
デ
ク
首
相
は
同
グ
ル
ー
プ
の
テ
ロ
行
為
を
嫌
悪
し
、
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・

エ
ス
ラ
ー
ム
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
国
民
戦
線
の
リ
ー
ダ
ー
、
ア
ボ
ル
ガ
ー
セ
ム
・

カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
に
同
グ
ル
ー
プ
と
の
決
別
を
迫
っ
た
。
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
は
、
一

時
期
、
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
と
距
離
を
置
い
た
が
、
一
九
五
二
年
八
月

以
降
、
モ
サ
ッ
デ
ク
と
袂
を
分
か
つ
と
、
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関

係
を
再
開
し
た
。
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
九
五
五
年

に
創
設
者
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
が
ホ
セ
イ
ン
・
ア
ラ
ー
首
相
暗
殺
未
遂
事
件
の
首
謀
者
と
し

て
処
刑
さ
れ
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
師
も
一
九
六
二
年
に
死
去
す
る
と
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
を

指
導
者
と
し
て
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た（
20
）
。

　

メ
フ
デ
ィ
ー
・
エ
ラ
ー
ギ
ー
ら
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ミ
ー
ノ
ッ
ド
ウ
レ
・
モ
ス
ク

近
辺
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
を
組
織
化
し
て
「
バ
ー
ザ
ー
ル
門
の
ヘ
イ
ア
ト
」
を
結
成
し
、
毎

週
、
説
法
会
を
開
催
し
た
り
、
慈
善
活
動
に
従
事
し
た
り
し
た
。
活
動
を
始
め
て
間
も
な

い
時
期
に
、
同
ヘ
イ
ア
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ミ
ー
ノ
ッ
ド
ゥ
レ
・
モ
ス
ク
の
礼
拝
導
師

を
通
じ
て
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
と
知
り
合
い
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
主
導

す
る
一
九
六
二
年
地
方
評
議
会
法
案
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
っ
た（
21
）
。

　
「
ヘ
イ
ア
テ
・
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ニ
ー
ハ
ー
」
は
、
ミ
ー
ル
モ
ハ
ン
マ
ド
・
サ
ー
デ
キ
ー

が
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
出
身
の
バ
ー
ザ
ー
ル
商
人
仲
間
と
と
も
に
、
禁
酒
を
始
め
と
す
る
イ

ス
ラ
ー
ム
道
徳
の
普
及
を
目
的
に
設
立
し
た
ヘ
イ
ア
ト
で
あ
る
。
サ
ー
デ
ギ
ー
ら
は
、
モ

ル
タ
ザ
ー
・
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
師
に
、
同
組
織
の
毎
週
金
曜
日
の
会
合
で
の
講
義
を
依
頼
し

た
が
、
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
師
は
多
忙
さ
を
理
由
に
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
を
紹
介
し
た
。
こ
う

し
た
繋
が
り
の
中
で
、
サ
ー
デ
キ
ー
ら
は
、
一
九
六
二
年
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
知
己
を
得

た（
22
）
。

　
「
シ
ェ
イ
フ
・
ア
リ
ー
・
モ
ス
ク
の
ヘ
イ
ア
ト
」
は
、
一
九
五
三
年
頃
、
サ
ー
デ
ク
・

ア
マ
ニ
ー
及
び
モ
ハ
ン
マ
ド
・
サ
ー
デ
ク
・
エ
ス
ラ
ー
ミ
ー
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
代
に
、
ア
マ
ニ
ー
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
南
部
の
宗
教
教
育
施
設
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教

育
協
会
」
に
出
入
り
す
る
中
で
、
エ
ス
ラ
ー
ミ
ー
や
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー

ム
の
メ
フ
デ
ィ
ー
・
エ
ラ
ー
ギ
ー
ら
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
マ
ニ
ー

と
エ
ス
ラ
ー
ミ
ー
は
、
石
油
国
有
化
運
動
を
支
持
す
る
た
め
に
設
立
し
た
「
シ
ー
ア
派
グ

ル
ー
プ
」
が
一
九
五
三
年
に
分
裂
し
た
後
、
新
た
に
「
シ
ェ
イ
フ
・
ア
リ
ー
・
モ
ス
ク
の

ヘ
イ
ア
ト
」
を
結
成
し
た
。
ア
マ
ニ
ー
ら
は
、
当
時
、
半
ば
荒
廃
し
て
い
た
シ
ェ
イ
フ
・

ア
リ
ー
・
モ
ス
ク
を
再
建
し
、
独
自
の
ヘ
イ
ア
ト
を
結
成
し
、
青
少
年
の
教
導
を
目
的
と

し
た
野
外
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
な
娯
楽
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を
開
催
し
た（
23
）
。

　

一
九
六
二
年
秋
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
は
、
十
月
に
内
閣
で
承
認
さ
れ
た
地
方
評
議
会
法
案

に
反
対
す
る
た
め
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
約
三
十
の
ヘ
イ
ア
ト
の
代
表
を
ゴ
ム
に
招
集
し
た
。

個
々
に
宗
教
・
慈
善
活
動
を
行
っ
て
い
た
ヘ
イ
ア
ト
は
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
を
中
心
と
す
る

「
反
体
制
派
ウ
ラ
マ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
共
闘
す
る
中
で
、
次
第
に
組
織
化
さ
れ
、

上
記
の
三
つ
の
代
表
的
な
ヘ
イ
ア
ト
が
合
体
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
・
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
が
設

立
さ
れ
た（
24
）
。

　

ホ
メ
イ
ニ
ー
師
は
同
協
会
の
要
請
で
十
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
を
自
ら
の
代
理
に
任

命
し
た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
イ
ラ
ク
亡
命
中
、
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
師
、
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー

師
、
マ
ヒ
ヤ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ン
ヴ
ァ
ー
リ
ー
師
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
が
、
定
期
的

に
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と
会
合
を
開
き
、
宗
教
の
講
義
を
通
し
て
、
バ
ー
ザ
ー

ル
商
人
た
ち
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
の
思
想
を
伝
え
た
。
そ
し
て
重
要
な
点
は
、
協
会
の
メ
ン

バ
ー
が
政
治
行
動
を
起
こ
す
際
に
彼
ら
が
宗
教
的
正
当
性
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
急

進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
政
治
組
織
と
い
う
色
彩
と
、
モ
ス
ク
を
中
心
と
し
て
イ
ス

ラ
ー
ム
の
宗
教
行
事
を
運
営
す
る
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
の
伝
統
的
宗
教
組
織
（
ヘ
イ
ア
ト
）、

バ
ー
ザ
ー
ル
周
辺
地
区
と
い
う
地
縁
的
色
彩
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ム
の
ホ
メ

イ
ニ
ー
師
を
中
心
と
す
る
反
体
制
派
ウ
ラ
マ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
が
交
差
す
る
中
で
、
次
第
に
反
体
制
派
の
モ
ス
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
メ
ン
バ
ー
の
職
業
は
、
鉄

器
商
、
青
果
商
、
皮
革
業
、
水
道
工
事
、
木
材
商
、
土
木
建
材
業
、
パ
ン
屋
な
ど
の
労
働

者
あ
る
い
は
店
主
で
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
比
べ
る
と
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
周
縁
に
位
置

し
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
相
対
的
下
層
の
人
々
で
構
成
さ
れ
た（
25
）
。
ま

た
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
当
局
に
よ
る
過
酷
な
弾
圧
と
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
国
外
追
放
の

た
め
に
、
一
九
六
四
年
以
降
は
、
秘
密
主
義
的
傾
向
と
武
装
闘
争
路
線
を
深
め
、
オ
ー
プ

ン
で
あ
る
た
め
に
組
織
力
に
欠
け
、
物
理
的
な
力
に
脆
弱
で
あ
っ
た
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と

対
象
を
な
し
た
。
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三
．
一
九
六
三
年
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
十
五
日
蜂
起

　

一
九
六
〇
年
代
初
頭
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
第
二
代
国
王
モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
・

シ
ャ
ー
（
在
位
一
九
四
一

－

七
九
）
は
、
農
地
改
革
と
婦
人
選
挙
権
の
導
入
を
主
眼
と
し

て
、
上
か
ら
の
改
革
、「
白
色
革
命
」
に
着
手
し
た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
を
初
め
と
す
る
宗

教
勢
力
は
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
所
有
の
多
大
な
土
地
が
接
収
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
た
。
折
し
も
、
一
九
六
一
年
に
、
ウ
ラ
マ
ー
の
政
治
活
動
を
禁
じ
て
い
た

シ
ー
ア
派
最
高
権
威
（
マ
ル
ジ
ャ
ア
・
ア
ッ
＝
タ
ク
リ
ー
ド
）
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ホ
セ
イ

ン
・
ボ
ル
ー
ジ
ェ
ル
デ
ィ
ー
師
が
死
去
し
た
た
め
、
一
九
六
二
年
以
降
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師

と
そ
の
弟
子
た
ち
―
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
、
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
師
、
ハ
ー
シ
ェ
ミ
ー
・
ラ
フ

サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
、
ア
リ
ー
・
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
―
は
、
白
色
革
命
に
反
対
し
て
政
治

活
動
を
開
始
さ
せ
た
。

　

一
九
六
三
年
三
月
二
一
日
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
は
、
ゴ
ム
の
フ
ェ
イ
ズ
ィ
ー
エ
神
学
校
で

白
色
革
命
を
批
判
す
る
演
説
を
行
っ
た
。
翌
日
、
軍
隊
が
神
学
校
に
進
入
し
、
学
生
、
教

師
を
襲
い
、
百
名
以
上
が
負
傷
し
、
十
数
名
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
宗

教
勢
力
は
、
当
局
の
暴
力
的
な
鎮
圧
に
抗
議
す
る
た
め
に
、
一
九
六
三
年
六
月
五
日
に
第

三
代
イ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
の
殉
教
を
追
悼
す
る
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
と
い
う
シ
ー
ア
派
で

最
も
重
要
な
宗
教
儀
礼
の
際
に
全
国
的
蜂
起
を
起
こ
す
計
画
を
立
て
た
。

　

ホ
メ
イ
ニ
ー
師
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
以
降
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
宗
教

組
織
ヘ
イ
ア
ト
を
組
織
化
す
る
と
同
時
に
、
国
民
戦
線
に
近
い
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
の
接

近
を
図
っ
て
い
た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
リ
ー
師
は
、
ア
ス
ナ
ー
フ

連
盟
の
リ
ー
ダ
ー
で
既
製
服
商
の
ア
ボ
ル
ガ
ー
セ
ム
・
レ
バ
ー
ス
チ
ー
を
密
か
に
ゴ
ム
へ

呼
び
出
し
た
。
レ
バ
ー
ス
チ
ー
は
、
当
時
、
非
常
に
高
価
で
あ
っ
た
印
刷
機
を
所
有
し
て

お
り
、
国
民
戦
線
の
広
報
部
門
を
担
当
し
て
い
た
。
両
師
の
依
頼
で
、
レ
バ
ー
ス
チ
ー

は
、
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
十
五
日
蜂
起
を
呼
び
か
け
る
声
明
を
印
刷
し
、
他
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー

と
と
も
に
蜂
起
に
参
加
し
た（
26
）
。

　

一
九
六
三
年
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
一
五
日
蜂
起
を
取
り
締
ま
っ
た
秘
密
警
察
サ
ヴ
ァ
ク
の
文

書
に
よ
れ
ば
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
地
区
を
中
心
に
、
表
一
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
る
約
十
五
万
人
が
参
加
し
て
、
白
色
革
命
と
前
日
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
逮
捕
へ
の
抗
議
運

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

表
一
の
「（
２
）
国
民
戦
線
の
バ
ー
ザ
ー
ル
委
員
会
に
所
属
す
る
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
」
は
、

ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
メ
ン
バ
ー
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、「（
３
）
宗
教

（1）イラン自由運動関係者

（2）国民戦線のバーザール委員会に所属するバーザーリー

（3）宗教勢力グループに関連したバーザーリー

（4）15－35歳のバーザールの下働きの労働者

（5）マルクス主義グループに所属する労働者

（6） ティーブのような自らの影響力保持を目的とするやくざに関連した露天商、ある
いは、テヘラン南部に住む人々でイスラームの説教師の影響を受けた露天商。

（7）失業者

（8）フェダーイーヤーネ・エスラーム

（9）一部の大学生と神学生と破壊分子

表1：1963年ホルダード月15日蜂起への参加者

（出典：Rūḥbakhsh, Naqsh-e Bāzār dar Qiyām-e 15 Khordād, pp. 194-196より筆者作成。）
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勢
力
グ
ル
ー
プ
に
関
連
し
た
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
」
と
「（
８
）
フ
ェ
ダ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
エ

ス
ラ
ー
ム
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
六
三
年
当
時
、
サ
ヴ
ァ

ク
は
、
ま
だ
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
存
在
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
モ
タ
レ

フ
ェ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
で
も
、
表
向
き
、
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
宗
教
行
事
を
行
う
宗
教

的
・
文
化
的
組
織
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
信
頼
の
お
け
る
仲
間
の
み
加
入
を
認
め
る
少

数
精
鋭
の
秘
密
活
動
に
徹
し
た
。
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
存
在
が
、
当
局
に
よ
っ
て
把
握
さ

れ
る
の
は
、
一
九
六
五
年
の
同
組
織
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ハ
サ
ン
・
マ
ン
ス
ー
ル
首
相
暗
殺

事
件
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
弟
子
で
、
イ
ラ
ン
革
命
後
、
国
民
議
会
議
長
、
大
統
領
な
ど
要
職
を

歴
任
し
た
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
同
蜂
起
に
お
け
る
モ
タ
レ
フ
ェ

協
会
の
役
割
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
が
、
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
十
五
日
蜂
起
で
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
も
モ
ス
ク
や
ホ
セ
イ
ニ
エ
で
の
集
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
宗
教
的
な
ヘ
イ
ア
ト
を
利
用
し
て
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
…
中

略
…
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
十
五
日
の
闘
争
に
お
い
て
わ
ず
か
な
政
治
資
金
し
か
な
か
っ
た
が
、

そ
の
わ
ず
か
な
資
金
を
拠
出
し
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
・
モ
タ
レ
フ
ェ
の
ヘ
イ
ア
ト
で
、

そ
れ
以
外
に
献
金
す
る
組
織
は
な
か
っ
た
。

　

ホ
メ
イ
ニ
ー
師
ら
宗
教
勢
力
の
主
導
し
た
こ
の
蜂
起
を
通
し
て
、
反
体
制
派
の
共
闘
の

経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
が
、
一
部
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
主
導
権

争
い
を
繰
り
広
げ
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
サ
ブ
ゼ
・
メ
イ
ダ
ー
ン
の
行
商
人
ホ
セ
イ
ン
・

モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
率
い
る
一
団
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
た
ち
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
を
出
て
、
テ
ヘ
ラ

ン
大
学
に
向
け
て
「
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
支
持
、
白
色
革
命
反
対
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
え
な

が
ら
、
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
で
、
国
民
戦
線
所
属
の
学
生
ハ
ス
ィ
ー

ビ
ー
が
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
を
歓
迎
す
る
演
説
を
し
、「
モ
サ
ッ
デ
ク
万
歳
、
ホ
メ
イ
ニ
ー

万
歳
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
一
部
が
「
我
々

は
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
支
持
で
、
モ
サ
ッ
デ
ク
は
関
係
な
い
」
と
叫
ん
だ
が
、
他
の
人
々
は

構
わ
ず
、「
モ
サ
ッ
デ
ク
万
歳
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
万
歳
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
び
続
け

た（
27
）
。

　

結
局
、
蜂
起
は
、
政
府
の
弾
圧
に
よ
り
、
全
国
で
百
名
を
越
え
る
死
傷
者
を
出
し
、
翌

年
の
一
九
六
四
年
十
一
月
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
国
外
追
放
及
び
主
な
政
治
的
指
導
者
の
逮

捕
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
一
九
六
五
年
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
に

国
外
追
放
の
命
令
を
出
し
た
と
さ
れ
る
首
相
マ
ン
ス
ー
ル
を
暗
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
実
行
犯
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ハ
ー
ラ
ー
イ
ー
以
下
三
名
は
処
刑
さ

れ
、
エ
ラ
ー
ギ
ー
、
ハ
ビ
ー
ボ
ッ
ラ
ー
・
ア
ス
ガ
ル
オ
ウ
ラ
ー
デ
ィ
ー
、
ア
サ
ド
ッ

ラ
ー
・
ラ
ー
ジ
ェ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ら
党
幹
部
多
数
も
長
期
間
の
禁
固
刑
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
（
写
真
二
）。
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
革
命
運
動
の
本
格
化
す

る
直
前
の
一
九
七
七
年
二
月
に
釈
放
さ
れ
た（
28
）
。

四
．
革
命
と
バ
ー
ザ
ー
ル

　

一
九
七
七
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
の
革
命
運
動
に
お
い
て
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル

の
閉
鎖
、
テ
ヘ
ラ
ン
南
部
で
の
大
規
模
な
デ
モ
行
進
が
イ
ラ
ン
革
命
の
成
功
の
大
き
な
鍵

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
バ
ー
ザ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
テ
ヘ
ラ
ン
の
経
済
界

に
は
大
き
く
分
け
て
、（
１
）
国
王
に
近
い
大
企
業
家
、（
２
）
無
党
派
、（
３
）
国
民
戦

線
系
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
）、（
４
）
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
に
近
い
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
組
織
（
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
）
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
、
テ

ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
で
の
革
命
運
動
の
組
織
化
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ア

ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
で
あ
る
。

写真2
1965年のマンスール首相暗殺事件の軍事裁判に臨むモ
タレフェ協会の実行犯４名とメフディー・エラーギー

（出 典 : Markaz-e Barrasī-ye Asnād-e Tarīkhī-ye 
Vezārat-e E elā‘āt (ed.), Shahīd Hāj Mehdī Erāqī
巻末写真）
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一
九
七
七
年
に
人
権
外
交
を
掲
げ
る
カ
ー
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、

国
王
は
、
二
十
年
に
亘
っ
て
首
相
を
務
め
た
側
近
の
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ホ
ヴ
ェ

イ
ダ
ー
に
代
わ
っ
て
、
ジ
ャ
ム
シ
ー
ド
・
ア
ー
ム
ー
ゼ
ガ
ー
ル
を
首
相
に
任
命
し
、
政
治

犯
多
数
を
釈
放
し
た
。
自
由
化
の
兆
し
を
察
知
し
た
国
民
戦
線
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
政
治
の

自
由
化
と
汚
職
追
放
、
人
権
尊
重
を
求
め
て
、
国
王
に
対
す
る
公
開
書
簡
を
出
し
た
。
ア

ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
同
書
簡
に
支
持
を
示
す
た
め
に
、
バ
ー
ザ
ー
ル
閉
鎖
を
計
画
し
た
。

し
か
し
、
一
般
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
は
、
秘
密
警
察
サ
ヴ
ァ
ク
の
弾
圧
を
恐
れ
て
運
動
に
参

加
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
態
度
に
つ
い
て
、
レ
バ
ー
ス

チ
ー
は
、「
ビ
ラ
一
枚
持
っ
て
い
た
り
、
本
一
冊
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
七
年

八
年
投
獄
さ
れ
る
の
が
ざ
ら
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
が
（
政
治
集
会
に
参
加

す
る
こ
と
を
）
恐
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る（
29
）
。

こ
う
し
た
無
党
派
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
も
政
治
の
自
由
化
の
進
展
の
中
で
、
次
第
に
反
国
王

運
動
に
参
加
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
以
降
、
政
府
が
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
に
伴
う

高
イ
ン
フ
レ
へ
の
無
策
を
棚
上
げ
し
て
、「
価
格
抑
制
・
不
当
利
得
者
摘
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
称
し
て
バ
ー
ザ
ー
ル
商
人
へ
の
規
制
を
強
化
し
た
こ
と
も
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
た
ち

の
運
動
参
加
を
促
し
た（
30
）
。

　

テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
で
、
再
結
成
さ
れ
た
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
は
、
一
九
七
七
年

十
月
に
暗
殺
さ
れ
た
「
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
息
子
モ
ス
タ
フ
ァ
・
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
追
悼
」

と
い
う
名
目
で
、
政
治
集
会
を
開
催
し
、
国
民
戦
線
リ
ー
ダ
ー
の
ダ
リ
ュ
ー
シ
ュ
・
フ
ォ

ル
ー
ハ
ル
や
イ
ラ
ン
自
由
運
動
の
メ
フ
デ
ィ
ー
・
バ
ー
ザ
ル
ガ
ー
ン
を
含
め
、
約
千
五
百

名
が
参
加
し
た（
31
）
。
さ
ら
に
、
十
一
月
二
二
日
の
犠
牲
祭
に
テ
ヘ
ラ
ン
郊
外
の
キ
ャ
ラ

ヴ
ァ
ン
サ
ラ
ー
・
サ
ン
ギ
ー
で
集
会
を
開
催
し
、
約
千
名
の
国
民
戦
線
関
係
者
と
バ
ー

ザ
ー
リ
ー
が
集
ま
っ
た
が
、
サ
ヴ
ァ
ク
に
よ
っ
て
集
会
は
襲
撃
さ
れ
、
参
加
者
の
多
数
が

負
傷
を
し
た（
32
）
。
サ
ヴ
ァ
ク
に
よ
る
監
視
や
攻
撃
は
存
在
し
た
も
の
の
、
政
治
活
動
の

自
由
は
、
七
七
年
以
前
に
比
べ
て
確
実
に
拡
大
し
て
い
た
。
一
九
七
七
年
十
二
月
十
一
日

に
イ
ラ
ン
国
家
党
の
フ
ォ
ル
ー
ハ
ル
が
国
民
戦
線
の
復
活
を
宣
言
す
る
と
、
ア
ス
ナ
ー
フ

連
盟
は
国
民
戦
線
と
連
携
し
て
反
国
王
運
動
を
実
施
し
た（
33
）
。
そ
し
て
、
一
九
七
八
年

一
月
に
、
エ
ッ
テ
ラ
ー
ア
ー
ト
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
中
傷
記
事
へ
抗
議
し
た

ゴ
ム
の
神
学
生
た
ち
が
、
警
察
隊
の
発
砲
で
死
亡
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
反
国
王
運

動
は
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
。

　

ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
が
準
備
し
た
最
大
の
集
会
は
、
一
九
七
八
年
九
月
の
断
食
明
け
の
祭

り
（
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
）
の
大
行
進
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
モ
行
進
が
、
革
命
運

動
最
大
の
犠
牲
を
出
し
た
と
さ
れ
る
、
九
月
八
日
「
黒
い
金
曜
日
事
件
」
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
大
行
進
の
企
画
に
は
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
に
加
え
、
国
民
戦
線
、
イ
ラ
ン
自
由

運
動
、
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
ら
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
弟
子
の
率
い
る
宗
教
勢
力
も
参
加
し

た（
34
）
。
準
備
の
過
程
で
、
主
導
権
は
、
次
第
に
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
率
い
る
宗
教
勢
力

に
移
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
統
率
力
と
話
術
に
長
け
た
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
の
素

質
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
が
、
何
よ
り
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
が
モ
ス
ク
を

通
じ
て
の
組
織
力
と
大
衆
動
員
の
手
段
を
有
し
、
社
会
運
動
の
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
原
因
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

レ
バ
ー
ス
チ
ー
に
よ
れ
ば
、「
秩
序
維
持
係
の
九
〇
％
を
モ
ス
ク
付
属
の
組
織
が
運
営

し
た
。
当
時
、
組
織
と
言
え
ば
、
モ
ス
ク
関
係
の
も
の
だ
っ
た
。
各
地
区
の
ウ
ラ
マ
ー
が

そ
う
し
た
宗
教
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
傘
下
に
置
い
て
い
た
。
我
々
に
は
、
秩
序
維
持
に

あ
た
る
実
働
部
隊
を
持
つ
よ
う
な
能
力
は
な
か
っ
た
が
、
モ
ス
ク
が
そ
う
し
た
人
材
を
擁

し
て
い
た
。」
と
さ
れ
る（
35
）
。

　

革
命
運
動
が
高
揚
し
、
そ
の
圧
力
に
押
さ
れ
て
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
王
朝
が
自
由
化
へ
と

政
策
を
転
換
さ
せ
る
と
、
従
来
、
政
治
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
大
衆
が
革
命
運

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
で
大
量
に
地
方

か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
に
流
入
し
た
貧
し
い
人
々
は
、
国
民
戦
線
や
イ
ラ
ン
自
由
運
動
な
ど
の
世

俗
政
党
で
は
な
く
、
各
地
区
の
モ
ス
ク
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
宗
教

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た（
36
）
。
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
が
、

都
市
の
下
層
階
級
を
惹
き
付
け
た
理
由
と
し
て
、
パ
ー
ル
サ
ー
は
、「
資
源
動
員
論
」
に

基
づ
き
、
民
族
主
義
的
な
世
俗
政
党
が
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
に
よ
る
徹
底
的
な
弾
圧
の
た

め
、
組
織
と
し
て
弱
体
し
て
い
た
の
に
対
し
、
宗
教
勢
力
は
、
弾
圧
を
免
れ
た
モ
ス
ク
を

通
じ
た
人
々
の
動
員
と
思
想
普
及
の
手
段
と
い
う
政
治
運
動
に
必
須
の
資
源
を
有
し
て
い

た
、
と
論
じ
て
い
る（
37
）
。

　

社
会
運
動
論
に
お
い
て
、
運
動
の
成
功
は
、
政
治
的
機
会
、
運
動
を
統
制
す
る
組
織
の

資
源
、
シ
ン
ボ
ル
の
効
果
的
な
使
用
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
レ
バ
ー
ス
チ
ー
は
、

一
九
七
八
年
九
月
七
日
の
大
行
進
に
お
い
て
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
を
巡
っ
て
、
組
織
間
で

対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

あ
る
会
合
で
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
以
外
の
写
真
は
け
し
て
掲
げ
な
い
と
い
う
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
し
か
し
、
何
人
か
は
、
シ
ャ
リ
ア
テ
ィ
ー
の
写
真
を
、
我
々
は
モ
サ
ッ
デ
ク

の
写
真
を
掲
げ
た
い
と
望
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
点
で
、
衝
突
が
あ
り
、
怒
っ
て
そ
の

場
を
立
ち
去
り
た
い
と
さ
え
思
っ
た
…
中
略
…
何
人
か
が
モ
サ
ッ
デ
ク
の
写
真
を
持
っ

て
き
た
が
、
掲
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
…
中
略
…
こ
れ
以
後
、
我
々
と
宗
教
勢
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力
の
間
の
不
和
が
始
ま
っ
た（
38
）
。

　

大
行
進
の
日
に
掲
げ
る
写
真
が
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
写
真
に
統
一
化
さ
れ
た
と
い
う
事
実

は
、
革
命
運
動
が
次
第
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
へ
と
方
向
付
け
ら
れ
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
が
、

革
命
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年
十
二
月
十
日

か
ら
十
一
日
は
シ
ー
ア
派
の
祭
日
タ
ー
ス
ー
ア
ー
と
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
に
一
致
し
、
各
街

区
の
ヘ
イ
ア
ト
が
殉
教
し
た
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
ホ
セ
イ
ン
の
追
悼
行
進
を
す
る
た
め
、

人
々
を
動
員
す
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
再
び
、
反
体
制
派
が
共
同
で
デ
モ
行

進
を
企
画
し
、
実
行
委
員
の
中
に
は
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
や
イ
ラ
ン
自
由
運
動
の
エ

ザ
ト
ッ
ラ
ー
・
サ
ハ
ー
ビ
ー
に
加
え
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
エ
ラ
ー
ギ
ー
と
ア
ス
ガ
ル
オ

ウ
ラ
ー
デ
ィ
ー
が
名
を
連
ね
た
。
数
百
万
人
の
参
加
す
る
大
規
模
な
抗
議
運
動
は
、
国
王

に
国
外
脱
出
を
決
意
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た（
39
）
。
他
方
、
国
王
の
妥
協
策
を
受
け
、

十
二
月
二
九
日
に
国
民
戦
線
リ
ー
ダ
ー
の
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
・
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
が
他
の
メ

ン
バ
ー
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
首
相
に
就
任
し
て
以
後
、
大
衆
の
間
で
の
国
民
戦
線
の

影
響
力
は
次
第
に
低
下
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
ト
リ
ー
ト
の
主
導
権
は
、
組
織
力
に
優
れ
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
い
う
大

衆
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
を
持
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織

に
移
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
当
時
、
イ
ラ
ン
経
済
界
を
独
占
し
て
い
た
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝

に
近
い
大
企
業
家
は
革
命
前
に
続
々
と
欧
米
に
亡
命
し
た
。
大
企
業
家
層
が
抜
け
た
空
白

を
誰
が
埋
め
る
か
、
と
い
う
経
済
利
権
を
巡
る
確
執
も
同
時
並
行
で
進
行
し
て
い
た
。
国

王
の
資
産
を
管
理
し
て
い
た
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
財
団
と
海
外
移
転
に
失
敗
し
た
大
企
業
家
の

財
産
は
、
革
命
後
、
モ
ス
タ
ザ
フ
ァ
ー
ン
（
被
抑
圧
者
）
財
団
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
、
同

財
団
理
事
長
に
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
就
任
し
た
。

五
．
革
命
後
の
バ
ー
ザ
ー
ル
の
変
化

　

一
九
七
九
年
二
月
一
日
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
パ
リ
か
ら
イ
ラ
ン
へ
の
帰
国
を
頂
点
と
す

る
イ
ラ
ン
革
命
は
、
国
民
戦
線
の
流
れ
を
汲
む
リ
ベ
ラ
ル
な
民
族
主
義
組
織
、
フ
ェ
ダ
ー

イ
ー
ヤ
ー
ネ
・
ハ
ル
ク
や
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ネ
・
ハ
ル
ク
と
い
っ
た
左
翼
組
織
、
ホ
メ

イ
ニ
ー
師
を
信
奉
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
等
、
様
々
な
組
織
に
よ
る
共
闘
の
結
果
、
実
現

し
た
。
当
時
、
国
民
戦
線
は
世
俗
国
家
の
樹
立
を
目
指
し
、
イ
ラ
ン
自
由
運
動
は
イ
ス

ラ
ー
ム
的
社
会
主
義
の
実
現
を
掲
げ
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
率
い
る
宗
教
勢
力
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
を
国
家
の
基
礎
に
据
え
た
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
キ
ー
フ
体
制
を
志
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
九
年
十
二
月
二
日
に
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
樹
立
を
規
定
す
る
新
憲
法

が
国
民
投
票
に
よ
っ
て
圧
倒
的
多
数
で
批
准
さ
れ
、
国
民
戦
線
や
イ
ラ
ン
自
由
運
動
な
ど

民
族
主
義
組
織
が
次
々
と
権
力
か
ら
排
除
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
は
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
側

近
、
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
師
の
設
立
し
た
イ
ス
ラ
ム
共
和
党
が
政
権
を
掌
握
し
た
。

　

テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
部
に
は
、
金
細
工
バ
ー
ザ
ー
ル
、
布
地
商
バ
ー
ザ
ー
ル
、

絨
毯
商
バ
ー
ザ
ー
ル
と
業
種
毎
の
バ
ー
ザ
ー
ル
が
あ
り
、
さ
ら
に
各
々
の
バ
ー
ザ
ー
ル

は
、
い
く
つ
か
の
サ
ラ
イ
と
呼
ば
れ
る
中
庭
を
囲
ん
で
商
店
、
事
務
所
、
倉
庫
か
ら
な
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
バ
ー
ザ
ー
ル
で
は
、

サ
ラ
イ
毎
に
、
親
政
府
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
が
作
ら
れ
、
政
府
に
批
判
的
な
バ
ー
ザ
ー

リ
ー
を
監
視
す
る
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
。
レ
バ
ー
ス
チ
ー
は
、
我
々
は
「
監
視
さ
れ
て

お
り
、
息
を
つ
こ
う
も
の
な
ら
打
た
れ
る
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。」
と
当
時
の
様
子
を

語
っ
て
い
る（
40
）
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
党
政
権
は
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
を
経
済
関
係
の
重
職
に

登
用
し
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
既
得
権
益
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
か
ら

八
四
年
ま
で
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の
ア
ス
ガ
ル
オ
ウ
ラ
ー
デ
ィ
ー
は
商
業
相
に
、
モ
ル
テ

ザ
ー
・
ナ
バ
ヴ
ィ
ー
は
郵
政
相
の
地
位
に
就
い
た（
41
）
。
一
九
八
〇
年
十
二
月
に
ア
ス

ナ
ー
フ
連
盟
は
、
ラ
ジ
ャ
イ
ー
首
相
の
経
済
政
策
を
批
判
し
て
、
新
聞
に
声
明
を
発
表
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
は
、
レ
バ
ー
ス
チ
ー
ら
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
リ
ー

ダ
ー
に
会
見
し
、
首
相
の
経
済
顧
問
の
職
を
提
示
し
て
宥
和
を
図
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
協
力
を
拒
否
す
る
と
、
両
者
の
関
係
は
次
第
に
冷
却
化
し
た（
42
）
。

　

一
九
八
一
年
六
月
に
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
間
で
人
気
の
あ
っ
た
ア
ボ
ル
ハ
サ
ン
・
バ
ニ
ー

サ
ド
ル
大
統
領
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
党
と
の
権
力
闘
争
に
敗
れ
て
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
す

る
と
、
政
府
は
バ
ー
ザ
ー
ル
へ
の
規
制
を
強
め
た
。
現
政
権
へ
の
協
力
を
拒
否
し
た
ア
ス

ナ
ー
フ
連
盟
リ
ー
ダ
ー
は
、
逮
捕
さ
れ
、
財
産
を
没
収
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
一
年

七
月
に
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
で
有
名
な
布
地
商
の
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ダ
ス
ト
マ
ー
ル

チ
ー
（
国
民
戦
線
と
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
リ
ー
ダ
ー
）
が
暗
殺
さ
れ
、
ア
フ
マ
ド
・
ジ
ャ

ワ
ー
ヘ
リ
ヤ
ー
ン
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
を
掲
げ
る
ゲ
リ
ラ
組
織
モ
ジ
ャ
ー

ヘ
デ
ィ
ー
ネ
・
ハ
ル
ク
と
通
じ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
処
刑
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
レ

バ
ー
ス
チ
ー
を
含
め
た
多
く
の
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
リ
ー
ダ
ー
が
国
外
に
亡
命
し
た（
43
）
。

　

こ
の
よ
う
に
革
命
後
の
政
治
闘
争
の
中
で
、
政
府
の
経
済
関
係
の
要
職
の
大
半
は
モ
タ

レ
フ
ェ
協
会
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
に
属
し
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
の
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
た
ち
は
、
専
ら
バ
ー
ザ
ー
ル
の
経
済
活
動
に
専
念
し
、
政
治
的

な
動
き
を
余
り
示
す
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
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第二次世界大戦後のテヘラン・バーザールにおける政治組織と社会運動

お
わ
り
に

　

近
現
代
イ
ラ
ン
の
社
会
運
動
の
主
な
登
場
人
物
と
考
え
ら
れ
て
き
た
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
に

関
す
る
研
究
は
、
宗
教
要
因
説
も
経
済
要
因
説
も
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
を
一
体
的
に
捉
え
、

運
動
参
加
の
原
因
も
一
つ
の
要
因
に
単
純
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ケ
シ
ャ
ー
ヴ
ァ
ル

ズ
ィ
ア
ー
ン
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
を
、
政
府
の
政
策
に
対
応
し
て
商
取
引
を
円
滑
化
さ
せ
る

た
め
に
形
成
さ
れ
た
様
々
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
総
体
で
あ
る
と
捉
え
、
情
報
伝
達
を

促
進
し
、
運
動
へ
の
参
加
／
不
参
加
者
の
賞
罰
や
信
用
シ
ス
テ
ム
を
あ
わ
せ
持
つ
、
人
々

の
間
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
支
配
的
構
造
が
「
協
力
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
の
場
合
、
政

治
活
動
を
促
進
す
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
分
析
単
位
と
し
た
場

合
、
具
体
的
な
運
動
参
加
の
実
態
が
捉
え
に
く
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
従
っ
て
、
組

織
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
統
合
の
目
印
と
な
っ
て
い
た
と

考
え
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
「
組
織
」
を
分
析
単
位
と
し
た
。

　

本
論
で
は
、
民
族
主
義
派
の
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
モ
タ
レ
フ
ェ

協
会
と
い
う
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
二
つ
の
政
治
組
織
が
、
一
九
六
三
年
ホ
ル

ダ
ー
ド
月
十
五
日
蜂
起
と
、
一
九
七
九
年
イ
ラ
ン
革
命
に
ど
の
よ
う
に
参
加
し
た
か
を
概

観
し
た
。
分
析
の
結
果
、
革
命
前
に
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
で
支
配
的
で
あ
っ
た
ア
ス

ナ
ー
フ
連
盟
と
革
命
後
に
権
力
を
持
っ
た
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
社

会
経
済
的
地
位
の
点
で
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
商
取
引

と
伝
統
の
上
に
形
成
さ
れ
た
ア
ス
ナ
ー
フ
連
盟
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
の
モ
タ
レ

フ
ェ
協
会
は
、
活
動
の
舞
台
が
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
地
区
で
あ
る
こ
と
及
び
反
国
王

の
二
点
に
お
い
て
、
共
通
点
は
あ
っ
た
も
の
の
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
治
目
標
や
宗
教
界

と
の
関
係
の
密
度
が
異
な
っ
て
い
た
。

　

両
者
は
、
反
国
王
と
い
う
立
場
で
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
ま

で
共
闘
し
た
が
、
革
命
後
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
共
同
体
全
体
の
利
益
よ

り
も
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
と
の
関
係
性
や
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
護
持
を
優
先
し
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
宗
教
的
要
因
に
加
え
、
社
会
経
済
的
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ア

ス
ナ
ー
フ
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
が
主
に
伝
統
産
業
関
連
の
ア
ス
ナ
ー
フ
に
所
属
す
る
中
小
の

職
人
・
商
人
で
構
成
さ
れ
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
で
の
職
業
及
び
名
声
で
築
か
れ
る
地
位
が
高

く
、
発
言
権
の
強
い
人
物
が
リ
ー
ダ
ー
に
就
い
て
い
た
の
に
対
し
、
モ
タ
レ
フ
ェ
協
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
相
対
的
下
層
に
属
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
と
「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
」
が
、
伝
統
的
な
バ
ー
ザ
ー
ル
の
位
階
制
度
に
不
満
を
持
つ

人
々
に
、
あ
る
種
の
解
放
と
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
点
も
無
視
で
き
な
い
。

　

以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、
社
会
運
動
の
過
程
で
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
組
織
は
、
バ
ー

ザ
ー
ル
の
外
の
宗
教
勢
力
や
政
党
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
シ
ン
ボ
ル
を
軸
に
連
携
、
対
立
し

て
お
り
、
そ
の
対
立
の
背
景
に
は
、
新
た
な
国
家
建
設
の
理
念
を
巡
る
権
力
闘
争
と
同
時

に
、
旧
支
配
層
の
利
権
配
分
を
巡
る
社
会
経
済
的
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
バ
ー
ザ
ー
リ
ー
の
運
動
参
加
の
原
因
と
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
社
会
経
済
的
要

因
を
捨
象
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
的
機
会
を
捉
え
て
、
バ
ー
ザ
ー
ル
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
日
常
か
ら
政
治
運
動
モ
ー
ド
に
転
換
す
る
際
、
政
府
の
政
策
だ
け

で
は
な
く
、
バ
ー
ザ
ー
ル
外
の
政
党
や
宗
教
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
影
響
を
受
け
て
い

た
点
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
は
、
国
民
戦
線
や
イ
ラ
ン

自
由
運
動
に
代
表
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
形
成

し
た
モ
ス
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
外
に
全
国
的
に
広
が

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
・
バ
ー
ザ
ー
ル
内
の
政

治
組
織
と
バ
ー
ザ
ー
ル
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
の
詳
細
な
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。
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